
 

【分担金の額のイメージ（一例）】 

 
右図に示すような地区があったと仮定した場合 
・保全人家戸数：6 戸 

  ・分担金の額：60 万円（6 戸×10 万円） 
  ・受益者候補者：8 名 
    ＜内 訳＞ 
     イ 急傾斜地の土地所有者：2 名（Ａ氏、Ｂ氏） 
     ロ 被害を受けるおそれのある方：6 名 
      （①～⑥の土地及び建物所有者：Ｃ氏～Ｈ氏） 
       
 
◎受益者同士の話し合いにより決定された各受益者の負担額（例） 
  Ａ氏：6 万円（負担割合：10％） 
  Ｂ氏：6 万円（負担割合：10％） 
  Ｃ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  Ｄ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  Ｅ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  Ｆ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  Ｇ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  Ｈ氏：8 万円（負担割合：約 13.3％） 
  合計 60 万円 
  
 ※１戸当り 10 万円を受益者全体で割り振るイメージ 

④ 分担金の徴収方法 【条例第４条】 

分担金は全額を一時に徴収する。 
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